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平
成
22
年
度
の
収
支
の
状
況
、
市
債
や
基
金
の
現
在
高
な
ど
の
決

算（
※
１
）状
況
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ（
問
答
）形
式
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
４
８
９
億
７
0
７
０
万
円
、

歳
出
が
４
７
３
億
６
１
１
８
万

円
で
、
差
引
は
16
億
９
５
２
万

円
と
な
り
、
さ
ら
に
こ
の
額

か
ら
23
年
度
へ
の
繰
越
事
業
の

財
源
４
億
１
４
１
２
万
円
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

11
億
９
５
４
０
万
円
と
な
り
、
42

年
連
続
し
て
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

Ａ　

昨
年
と
比
較
し
、
市
税
収

入
は
、
個
人
市
民
税
が
減
少
し
ま

し
た
が
、
法
人
市
民
税
の
増
収
な

ど
に
よ
り
、
３
億
８
４
９
６
万
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

国
庫
支
出
金
は
、
定
額
給
付
金
事

業
補
助
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り

５
億
９
３
２
０
万
円
の
減
少
、
一

方
、
県
支
出
金
は
12
億
６
４
７
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
結
果
、
歳
入
総
額
は
前
年
度

よ
り
も
38
億
９
０
８
３
万
円
増
加

し
ま
し
た
。

Ａ　

一
般
会
計
歳
出
の
内
訳
の

第
1
位
は
福
祉
関
係
（
民
生
費
）

で
す
。
慈
光
園
建
設
事
業
や
子
ど

も
手
当
費
の
増
加
な
ど
で
、
前
年

度
よ
り
36
億
６
５
２
２
万
円
増
加

し
、
１
７
７
億
３
５
１
２
万
円

で
、
支
出
全
体
の
37
・
４
％
を
占

め
ま
し
た
。

　

次
に
多
い
の
が
、
小
中
学
校
耐

震
補
強
事
業
な
ど
の
学
校
建
設

費
の
増
加
に
よ
り
、
教
育
関
係

（
教
育
費
）
が
60
億
８
６
８
万
円
、

以
下
、
借
入
金
の
返
済
（
公
債

費
）
58
億
３
５
５
万
円
、
総
務
関

係
（
総
務
費
）
51
億
９
９
４
８
万

円
、
環
境
対
策
（
衛
生
費
）

44
億
４
２
８
７
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

Ａ　

特
別
の
目
的
の
た
め
に
設

置
し
、
一
般
会
計
と
は
区
別
し
て

経
理
し
て
い
る
特
別
会
計
と
、
企

業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
は
、
国
民
健
康
保

険
事
業
や
公
共
下
水
道
事
業
な
ど

10
の
会
計
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
保

険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定
の
収

入
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※１　決算…4 月 1 日から翌年 3 月 31 日まで（会計年度）の 1 年間に、どのような収入（歳入）があったのか、
どのようなことに使った（歳出）かをお知らせする結果報告のこと。

特別会計の決算状況 （単位：万円）
特別会計（事業名） 歳入（収入）歳出（支出）
貯木場事業 ２億 4,304 1 億 6,346
渡海船事業 1億 1,759 1 億 1,759

住宅新築資金等貸付事業 1,831 1,687
平尾墓園事業 2,567 2,567
公共下水道事業 53 億 6,157 53 億 3,723
工業用地造成事業 ７億 9,548 ７億 1,156
国民健康保険事業 131億 2,592 129億5,727
老人保険事業 １億 1,819 １億 1,819
介護保険事業 109億 5,952 109億5,952

後期高齢者医療保険事業 14 億 6,080 13 億 9,259
合　　　計 322億 2,609 317億9,995

企業会計の決算状況 （単位：万円）
企業会計（事業名） 水道事業 工業用水道事業

収　　益 17 億 4,741 2 億 3,554
費　　用 15 億 6,121 1 億 7,849
当期純利益 １億 8,620 5,705
企業債の残高 53 億 5,597 5,416
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Ｑ　

平
成
22
年
度
の
決
算
の
結

果
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
？

Ｑ　

歳
入
は
、
昨
年
と
比
べ
て

ど
う
な
り
ま
し
た
か
？

Ｑ　

歳
入
を
、
ど
の
よ
う
に
使

い
ま
し
た
か
？

歳 出
474億円

37.4%37.4%
福祉関係福祉関係

12.2%12.2%

教育関係教育関係
12.7%12.7%

9.4%9.4%
環境対策環境対策

その他その他
17.3%17.3%

借入金
返済
借入金
返済

総務関係総務関係
11.0%11.0%

歳 入
490億円

38.7%38.7%
市   税市   税

国･県支出金国･県支出金
22.2%22.2%

地方交付税地方交付税
12.2%12.2%

12.0%12.0%
市債（借入金）市債（借入金）

その他その他
14.9%14.9%

Ｑ　

一
般
会
計
の
ほ
か
に
、
ど

の
よ
う
な
会
計
が
あ
り
ま
す
か
？

　

企
業
会
計
に
は
、
水
道
事
業
会

計
と
工
業
用
水
道
事
業
会
計
が
あ

り
、
経
営
に
要
す
る
費
用
は
水
道

料
金
収
入
な
ど
に
よ
っ
て
賄
う
独

立
採
算
制
の
会
計
で
す
。

借入金（市債）の現在高
区　分 平成 22 年度末残高 市民１人あたり

一般会計 492 億    766 万円 39 万 3,879 円
特別会計 380 億 6,609 万円 30 万 4,697 円
合　計 872 億 7,375 万円 69 万 8,576 円


